
人口減少が河川環境に及ぼす影響評価 

 

東北大学工学部      学生会員○上野和輝 

  東北大学大学院工学研究科 正会員  風間 聡 

東北大学大学院工学研究科 正会員  会田俊介 

 
1 はじめに 

 現在，日本において人口減少が深刻化している．2050
年には，2015 年人口と比較して全市町村の約 3 割が人

口半数未満になることが推定されている 1)．また，人

口が半減する市町村は中間山地等に多く見られ，この

ような地域は，現在よりも限られた予算，人員で河川

管理を行う必要に迫られている 2)． 風間ら 3)は，人口

変動と河川管理状況の関係について調査を行った．そ

の結果，人口減少地域において，河道内植生が繁茂す

る傾向にあることが確認された．河道内植生の存在は

水生生物の生息量に強く影響することが確認されてい

る 4)．そのため河道内植生の変化は，河川環境に大き

く影響することが想定される． 
 そこで本研究では，人口減少地域において河川環境

調査を実施し，植生変化が河川環境にもたらす影響に

ついて評価を行う． 
2 対象流域 

 本研究で調査対象としたのは，山形県の須川流域，

福島県の大谷川・塙子沢流域の 2 流域である．図 1に

対象流域図，図 2に各流域拡大図を示す．どちらの流

域においても人口減少が進行しており，将来的に過疎

地域となることが見込まれるため，この 2 流域を選定

した．須川流域において 3 地点，大谷川流域において

3 地点，塙子沢流域において 1 地点の計 7 地点におい

て河川環境調査を実施した． 
3 解析手法 
3.1 植生変化指標 

本研究では，植生指標である NDVI（正規化植生指標）

を用いて，植生変化を定量的に表現した．NDVI は植

物の光の反射特性を捉え，植物の活性度を-1 から 1 の
間に正規化した値のことである．値が大きいほど植生

の活性度が高いことを示す 5)．NDVI データはアメリ

カ地質調査所（USGS）から入手した．1995 年 8 月 6 日
から 2021 年 9 月 23 日の NDVI 変化値を植生変化とし

た． 
3.2 河川環境指標 

 河川内環境の指標として水生昆虫を用いた．水生昆

虫は，河川の水質や底質などに種特有の選好性を示す

ため，河川環境の指標として用いられている． 

 
図 1 対象流域図

 

図 2 流域拡大図 

（左図：須川流域，右図：大谷川・壇子沢流域） 

 
 各地点において，コドラート付きサーバーネットを

用いて水生昆虫を採取し，各個体について属名まで同

定を行った．その後，地点ごとの 1 m2あたりの生息

個体数と修正 Shannon-Weiner の多様度指数（以下

H*）を算出した 6)． 
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ここで，𝑆は出現種数，𝑛iは𝑖番目に出現した個体数，

𝑁は全個体数，𝑆1は 1 個体のみ出現した種数である．

H*は，種数が多いほど，かつ各種の均等度が高いほ

ど大きな数値となる． 
 
 

キーワード：人口減少，NDVI，水生昆虫 
連絡先：〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉 6-6-06 水環境システム学研究室 

II-47 土木学会東北支部技術研究発表会（令和3年度）



4 結果 

4.1 植生変化と H*の関係 

 NDVI 変化値と多様度指数 H*の関係を図 2 に示す．

図 2より，NDVI 変化値が正の値を示した地点の H*は
2~3 である．反対に，NDVI 変化値が負の値を示した地

点の H*は 3.80 であり，7 地点において最も生物多様

性が高いと考えらえる． 
4.2 植生変化と個体数の関係 

 NDVI 変化値と 1m2 あたりの生息個体数の関係を図

3に示す．図 3より，NDVI 変化値が大きくなるにつれ

て個体数も増加している．植生の繁茂により河川に流

入する落ち葉が増加する．それに伴い，落ち葉を栄養

源とする水生昆虫が増加したものと考えられる． 
4.3 負の NDVI 変化値を示した地点について 

 本研究で調査対象とした 7 地点のうち，1 地点のみ

負の NDVI 変化値を示している．また，2021 年にお

ける NDVI は 7 地点のうち最も低い値を示した．この

地点は，町民が利用すると思われる広場や集会所に隣

接している．人為的な介入なく NDVI が低下すること

は考えにくいため，この地点の植生は，周辺住民によ

る定期的な管理が行われていると考えられる． 
4.4 人口減少下における植生管理 

 定期的な植生管理を行うことにより，生物多様性が

高くなることが示唆された．しかし，人口減少地域の

中小河川を定期的に管理することは困難である． 
 各流域の河川沿いセル数と 1995-2021 年にかけて

NDVI が増加したセル数を図 4 に示す．どちらの流域

も，8 割以上の河川沿いセルにおいて NDVI が増加し

ている．このことから，人口減少地域の河道植生は，

管理されにくいことが分かる． 
 人口減少下にある自治体は，河川管理を行うための

人員．予算が不足していることが多い．そのため，自

治体のみならず周辺住民と一体となり，河川管理を行

うことが望ましいと考えられる． 
5 おわりに 

 人口減少地域の河川 7 地点において，水生昆虫の個

体数，多様性を調査した．その結果，近年にかけて植

生の衰退を示した地点において高い H*が得られた．こ

の地点は定期的な植生管理が行われていると考えられ，

植生管理が生物多様性に影響を与えることが分かった． 
 しかし，本研究は水生昆虫のみを調査対象としてい

るため，その結果のみで生態系を評価することはでき

ない．今後は異なる人口減少地域において複数の生物

を調査対象とするなど，より詳細な環境調査を行うこ

とが必要である． 
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図 2 NDVI 変化値と多様度指数 H*の関係 

 
図 3 NDVI 変化値と生息個体数の関係 

 

 
図 4 河川沿いセル数と NDVI 増加セル数の比較 
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